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15年度は、

『くらしと産業の明日を拓く』予算
お問い合わせは、財政課へ 3880- 5111㈹

1
5年
度
の
当
初
予
算
(
案
)
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

総
額
は
3
千
5
3
5億
円
と
な
り
、
そ

の
う
ち
一
般
会
計
は
2
千
1
1
0億
円

で
、
3
年
ぶ
り
の
増
額
予
算
と
な
り

ま
し
た
。

1
5年
度
は
6
つ
の
施
策
を
柱
に
予

算
を
編
成
し
、特
に
「
子
ど
も
」「
高

齢
社
会
」「
都
市
型
産
業
・
雇
用
」
に

重
点
を
置
き
ま
し
た
。

1
面
で
は
、そ
の
一
例
を
紹
介
し
、
2

・
3
面
で
は
、
6
つ
の
柱
に
分
け

て
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

15年度予算( 案) 6
つ の重点 施策

子
ど
も
施
策

高
齢
社
会
施
策

都
市
型
産
業
・
雇
用
施
策

ま
ち
づ
く
リ
施
策

環
境
施
策

電
子
自
治
体
化
施
策

5
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
医

療
費
を
無
料
化
し
ま
す

乳
幼
児
医
療
費
助
成

1
7億
3
千
9
0
1
万
円

4
月
か
ら
、
対
象
を
I
歳
引
き
上

げ
、
5
歳
未
満
の
乳
幼
児
は
す
べ
て

医
療
助
成
の
対
象
と
し
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
と
は
、

区
内
に
住
所
が
あ
る
就
学
前
の
乳
幼

児
を
対
象
に
、
保
険
診
療
の
自
己
負

担
分
(
2
割
ま
た
は
3
割
分
)
を
助

成
す
る
制
度
で
す
。
乳
幼
児
の
保
健

の
向
上
と
健
や
か
な
育
成
を
図
り
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
環
境
を
支
援
し
ま
す
。

4
月
1
日
現
在
4
歳
以
上
5
歳
未

満
の
乳
幼
児
の
保
護
者
あ
て
に
、
3

月
上
旬
に
案
内
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

申
請
書
な
ど
を
送
付
す
る
予
定
で

す
。

私
立
幼
稚
園
な
ど
の
入
園

料
補
助
金
を
増
額
し
ま
す

私
立
幼
稚
園
等
園
児
保
護
者
負
担

軽
減
事
業

1
2億
4
6
2
万
円

私
立
幼
稚
園
な
ど
に
子
ど
も
を
通

わ
せ
て
い
る
保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
1
5年
度
か
ら
、

新
規
入
園
児
の
保
護
者
に
対
す
る
入

園
料
補
助
金
を
、
1
万
円
か
ら
3
万

円
に
増
額
し
ま
す
。

5
月
上
旬
に
各
幼
稚
園
を
通
じ
て

申
請
書
を
配
布
し
ま
す
。
補
助
金
の

交
付
は
、
従
来
ど
お
り
1
0月
初
め
に

な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
負
担
は
据
え

置
き
、
生
活
困
難
な
方
は

軽
減
し
ま
す

区
民
を
と
り
ま
く
厳
し
い
経
済
・

生
活
環
境
に
配
慮
し
て
、
保
険
料
基

準
額
を
据
え
置
き
、
高
齢
者
の
負
担

を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

ま
た
、「
収
入
が
少
な
い
」「
わ
ず

か
な
年
金
で
暮
ら
し
て
い
る
の
で
保

険
料
の
支
払
い
が
厳
し
い
」
な
ど
の

切
実
な
声
に
応
え
、
本
人
や
世
帯
の

所
得
に
よ
り
5
段
階
に
分
か
れ
て
い

る
保
険
料
を
、
低
所
得
者
に
配
慮
し

て
8
階
層
に
細
分
化
し
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
を

開
始
し
ま
す
。

足
立
区
の
南
の
玄
関
を
整

備
し
ま
す

北
千
住
駅
西
口
地
区
再
開
発

2
0億
3
4
4
万
円

1
6年
2
月
、
北
千
住
駅
西
口
地
区

は
「
千
住
ミ
ル
デ
ィ
ス
(
M
I
L
D
I
X

一
フ
ラ
ン
ス
語
の
千
と
十
の
意

味
)
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

駅
前
広
場
に
は
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
(
高
架
通
路
)
、
I
街
区
は
地

上
1
3階
、
地
下
4
階
で

、
㈱
丸
井
を

核
と
し
た
商
業
施
設
、公
益
施
設
(
劇

場
・
多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
北
千
住

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
)
を
設
置
。
2

街
区
は
地
上
2
6階
、
地
下
3
階
の
良

質
な
高
層
住
宅
を
建
設
し
ま
す
。

文
化
・
芸
術
の
拠
点

「
シ
ア
タ
ー
1
0
1
0

」

が
1
6年
に
誕
生
し
ま
す

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設

4
6億
8
千
5
0
9
万
円

1
街
区
の
1
0階
か
ら
1
3階
に
「
シ

ア
タ
ー
1
0
1
0
」が
誕
生
し
ま
す
。

7
0
0
席
の
劇
場
を
中
心
菲
、千
㎡
の

多
目
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
稽
古
場
、
音

楽
練
習
室
、
講
義
室
、
ア
ト
リ
エ
な

ど
を
設
置
。
区
内
外
か
ら
も
多
く
の

人
が
集
い
、
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
を
生

み
出
し
ま
す
。

1
5年
度
予
算
(
案
)

主
な
内
容
は

2
・
3
面
へ

▲ 千住ミルディス完成予想図

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
1
5年
度
予
算
の
主
な
内
容
/
足
立
区

中
期
財
政
計
画

4
・
5
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
選
挙
豆
知
識

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/

掲
示
板
/
め
ざ
せ
子
ど
も
一
茶

8
面
▽
▽
▽
あ
だ
ち
国
際
ま
つ
り
2
0
0
3
/

あ

な
た
の
相
談
室
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

情報キャッチ! !
好きです。あだち
3 月17日～23日

午前9時30分/ 午後0時30分/
午後9時30分
ケーブルTV 足立( 9CH)

雇
用
の
拡
大
と
区
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

1
億
円
の
同
時
補
正
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

4
年
前
の
区
長
就
任
当
時
、
区
の

財
政
は
危
機
的
状
況
に
あ
り
、
財
政

の
健
全
化
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。

以
来
、
区
の
窮
状
を
区
民
の
皆
さ

ん
と
共
有
し
な
が
ら
、
全
区
、
全
庁

を
あ
げ
て
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組

ん
で
き
た
結
果
、
お
か
げ
さ
ま
を
も

ち
ま
し
て
、
こ
の
1
5年
度
予
算
編
成

を
も
っ
て
、
当
初
の
目
標
を
お
お
む

ね
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
1
月
に
策
定
し
た
「
中

期
財
政
計
画
」
を
、
区
財
政
の
将
来

を
導
く
羅
針
盤
と
し
、「
よ
り
高
く
、

よ
り
早
く
、よ
り
強
く
走
る
た
め
に
」

全
力
を
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
1
5年
度
の
当
初
予
算
規
模

は
、
一
般
会
計
で
2
千
1
1
0億円
、
前

年
度
比
7
.
9
%増
と
、
3
年
ぶ
り
の
増

額
予
算
で
、
次
の
6
つ
の
重
点
施
策

を
中
心
に
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

第
1
は
『
こ
ど
も
施
策
』
で
す
。

ま
ず
、
私
立
幼
稚
園
の
入
園
料
補
助

金
の
増
額
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

度
の
所
得
制
限
の
段
階
的
撤
廃
な

ど
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

保
育
園
の
定
員
拡
大
や
学
童
保
育
室

の
増
設
な
ど
、
待
機
児
解
消
を
図
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
幼
稚
園
や
学
校
図

書
室
の
図
書
の
充
実
、「
わ
か
る
授

業
」
特
別
講
師
の
配
置
な
ど
、
教
育

環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

第
2
は
『
高
齢
社
会
施
策
』
で
す
。

全
国
の
自
治
体
で
介
護
保
険
料
の
見

直
し
が
行
わ
れ
る
中
、
足
立
区
は
保

険
料
を
据
え
置
く
と
と
も
に
、
低
所

得
者
の
保
険
料
負
担
を
軽
減
し
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
「
西
新
井
」
の
開
設
、
住

宅
改
良
助
成
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
促
進
な
ど
、
い
つ
ま
で
も
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
足
立
区
を
め

ざ
し
ま
す
。

第
3
は

『
都
市
型
産
業
∴
雇
用
施

策
』
で
す
。
千
住
仲
町
創
業
支
援
館

「
は
ば
た
き
」
の
開
設
、
I
S
O

認

証
取
得
助
成
な
ど
、
創
業
と
経
営
革

新
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

中
小
企
業
融
資
制
度
の
要
件
の
緩

和
、
少
人
数
私
募
債
発
行
助
成
制
度

の
創
設
な
ど
、
資
金
調
達
の
支
援
を

充
実
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
臨
時
的
な

雇
用
対
策
事
業
や
(
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

の
連
携
な
ど
に
よ
り
、雇
用
の
創
出
、

促
進
を
図
り
ま
す
。

第
4
は

『
ま
ち
づ
く
り
施
策
』
で

す
。
北
千
住
駅
と
竹
ノ
塚
駅
の
再
開

発
推
進
、
(仮
称
)
青
井
駅
前
広
場
の

整
備
、
西
新
井
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
事
業
助
成
、
都
市
計
画
道
路
の

整
備
、橋
り
ょ
う
の
架
け
替
え
な
ど
、

都
市
基
盤
整
備
を
継
続
し
て
推
進
し

ま
す
。

第
5
は
『
環
境
施
策
』
で
す
。
住

宅
太
陽
光
発
電
や
雨
水
再
利
用
、
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
の
排
ガ
ス
対
策
装
置
の

装
着
な
ど
、
身
近
に
で
き
る
対
策
を

支
援
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
大
気

汚
染
の
低
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

「
1
万
人
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
、
ご
み
減
量
、
リ
サ

イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。

第
6
は
『
電
子
自
治
体
化
施
策
』

で
す
。コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
、

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
予
約
や
国
民

健
康
保
険
料
の
払
い
込
み
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
ど

こ
の
自
治
体
か
ら
で
も
住
民
票
が
取

れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
電
子
自
治

体
を
め
ざ
し
ま
す
。

厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
す
が
、

私
は
皆
さ
ん
の
先
頭
に
立
っ
て
、
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま

す
。
区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

足立区長
　鈴
木
恒
年

◎ 区の木…さくら / 区の花…チューリップ
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第
一
回
区
議
会
定
例
会
で
審
議
中
で
す

1
5
年
度
区
の
予
算
の
主
な
内
容お

問
い
合
わ
せ
は

財
政
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

子
ど
も
施
策

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

2
3億
3
千
9
9
5万円

入
園
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た

め
、「
せ
き
や
保
育
園
」
の
開
設
を
含

め
、
定
員
を
3
2
1人
拡
大
し
ま
す
。

ま
た
、
公
立
の
全
園
で
障
害
を
持

つ
子
ど
も
の
受
け
入
れ
を
可
能
に
し

ま
す
。

幼
児
教
育
の
振
興
・
幼
保
一
元
化

施
設
の
開
設

4
千
9
7
4万円

幼
児
教
育
振
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策

定
と
と
も
に
、
幼
稚
園
と
保
育
園
双

方
が
も
つ
機
能
と
資
源
を
融
合
さ
せ

た
幼
保
匸
兀
化
園
の
開
設
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

妊
婦
健
康
診
査
費
用
の
助
成

【
新
規
事
業
】

2
6
5
万
円

里
帰
り
出
産
に
よ
り
、
区
で
交
付

し
た
無
料
の
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票

を
使
用
せ
ず
、
自
費
で
受
診
し
た
方

に
、
区
内
共
通
商
品
券
を
交
付
し
ま

す
。

民
間
学
童
保
育
室
運
営
費
補
助

【
新
規
事
業
】

千
8
6
0万
円

学
童
保
育
室
の
待
機
児
童
解
消
と

商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
商

店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
民
間

学
童
保
育
室
に
、
運
営
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

設
置
場
所
=
ア
モ
ー
ル
学
童
ク
ラ
ブ

(東
和
銀
座
商
店
街
)
/
わ
く
わ
く

ク
ラ
ブ
(
青
井
兵
和
通
り
商
店
街
)
　

な
お
、
こ
の
民
間
学
童
保
育
室
を

含
め
、
定
員
を
2
0
5人拡
大
す
る
と
と

も
に
、
公
設
学
童
保
育
室
の
保
育
時

間
を
午
後
6
時
ま
で
に
延
長
し
ま
す
。

子
ど
も
の
読
書
推
進

2
億
7
千
5
3
3万円

図
書
館
を
子
ど
も
と
本
と
の
か
け

橋
に
す
る
た
め
、
読
み
聞
か
せ
や
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
充
実
を
は
じ

め
、
小
・
中
学
校
の
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
や
「
調
べ
学
習
」
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
全
小
・
中
学
校
の
図
書
室

の
冷
房
化
と
、
蔵
書
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

が
ん
ば
る
学
校
推
奨
制
度

【
新
規
事
業
】

9
5
0
万
円

学
校
で
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
や
学
校
運
営
、
教
育
活
動
の

成
果
の
推
奨
を
通
し
て
、
各
学
校
が

よ
り
自
主
的
・
自
律
的
な
学
校
経
営

を
行
え
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
保
護
者
や
地
域
の
願
い
に

応
え
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

新
し
い
タ
イ
プ
の
学
校
運
営
の

あ
り
方
に
関
す
る
研
究
実
践

【
新
規
事
業
】

8
2
8
万
円

保
護
者
や
地
域
の
要
望
に
応
え
る

学
校
運
営
を
行
う
た
め
、
五
反
野
小

学
校
に
保
護
者
代
表
・
地
域
代
表
・

学
校
代
表
に
よ
る
「
学
校
理
事
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
学
校
理
事

会
の
も
と
、
「
柔
軟
な
教
育
課
程
の

編
成
」や
「
学
校
裁
量
権
の
拡
大
」
な

ど
の
実
践
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

環
境
施
策

D
P
F
取
付
費
用
融
資
あ
っ
旋

【
新
規
事
業
】

4
千
5
1
5
万
円

1
0月
か
ら
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
排
ガ

ス
規
制
に
よ
り
、
粒
子
状
物
質
減
少

装
置
(
D
P
F
な
ど
)
の
装
着
が
必

要
と
な
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
つ
い

て
、
取
付
費
用
を
融
資
あ
っ
旋
し
、

信
用
保
証
料
補
助
と
利
子
補
給
を
行

い
ま
す
。

住
宅
用
小
型
雨
水
貯
留
槽
購
入
費

補
助
【
新
規
事
業
】

2
5
0
万
円

雨
水
の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
た

め
、
住
宅
に
小
型
雨
水
貯
留
槽
を
設

置
す
る
方
に
、
2
万
5
千
円
を
限
度

と
し
て
、
本
体
価
格
お
よ
び
設
置
工

事
費
の
2
分
の
1
を
補
助
し
ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
融

資
あ
っ
旋
【
新
規
事
業
】
6
1
1
万
円

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
促
進

し
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
寄
与
す

る
た
め
、
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
方
に
、
融
資
あ
っ

旋
と
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

1
万
人
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

【
新
規
事
業
】

5
0
5
万
円

買
い
物
袋
持
参
推
進
運
動
に
賛
同

す
る
区
民
1
万
人
の
方
に
、
携
帯
用

買
い
物
袋
を
進
呈
し
、「
マ
イ
バ
ッ
グ

寫
言
」に
署
名
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
と
資
源
循
環
型
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
、
積
極
的
に
運
動

を
進
め
ま
す
。

▲ DPF などの装着で、粒子状物質が減少

ま
ち
づ
く
り
施
策

鉄
道
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の

整
備
促
進

4
千
2
8
0万円

高
齢
者
や
障
害
者
は
も
ち
ろ
ん
、

だ
れ
も
が
使
い
や
す
い
駅
に
な
る
よ

う
、
西
新
井
駅
東
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
新
設
工
事
と
、
西
新
井
駅
西
口
・

竹
ノ
塚
駅
東
口
の
駅
ビ
ル
内
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
改
修
工
事
を
助
成
し
ま
す
。

橋
り
ょ
う
の
新
設
・
改
良

6
億
5
千
4
0
2万円

橋
は
ま
ち
と
ぼ
ち
を
む
す
ぶ
大
切

な
施
設
で
す
。
垳
川
に
新
し
い
橋
を

架
け
、
古
い
桜
木
橋
、
毛
長
橋
、
花

見
橋
は
災
害
に
強
い
橋
に
架
け
替

え
、
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を

す
す
め
ま
す
。

同時補正予算を編成しました
企業提案型 雇用・中小 企業 支援特別対策事業 【新規事業】1億 円

公共性の高い事業を企業から公募します。選考委員会を経て決定した事業
は、提案した企業に委託しますO 区民の雇用促進を図り、中小企業を支援し
ていきます。

表1 15年度当初予算( 案) 概要( 単位: 百万円)

※ 当初予算とは、会計年度前に議会に提出し 、議会の議決を経て成立
する年間予算です。当初予算提出後、緊急の必要性から編成し 、当
初予算と同時に審議される補正予算を同時補正予算といいます
※ 用地特別会計の保有する土地を整理するため、同会計は大幅増とな
っています

図1 財源別歳入予算額
足立区 の収入はど こから入るか

図2 目的 別歳出予算額
区の経費をその目的に応じ て分類したもの
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高
齢
社
会
施
策

障
害
福
祉
施
設
の
再
編
整
備

8
億
7
千
7
2万
円

梅
島
三
丁
目
に
建
設
中
の
足
立
区

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
し
す
と
」

が
い
よ
い
よ
4
月
に
開
設
し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
東
西
の
障
害
セ
ン
タ

ー
を
、
神
明
・
谷
在
家
障
害
福
祉
施

設
と
し
て
再
編
し
、
区
内
の
社
会
福

祉
法
人
に
運
営
を
委
託
し
ま
す
。

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
西
新
井
」

【
新
規
事
業
】

3
千
2
0
0万
円

4
月
に
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
「
西
新
井
」
を
開
設
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
要
介
護
高
齢
者
や
虚
弱
高

齢
者
へ
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、

高
齢
者
の
介
護
の
充
実
、
自
立
生
活

の
助
長
、
心
身
機
能
の
維
持
向
上
を

図
り
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
へ
の
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
導
入

【
新
規
事
業
】

3
千
7
5
4万
円

従
来
の
視
触
診
に
か
え
、
X
線
装

置
(
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
)
を
用
い
た

乳
が
ん
検
診
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
増
加
傾
向
に
あ
る

乳
が
ん
死
亡
者
を
減
少
さ
せ
、
乳
が

ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
図
り

ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
リ
フ
ォ
ー
ム

【
新
規
事
業
】

2
0
0
万
円

高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
と
し

て
登
録
さ
れ
た
賃
貸
住
宅
の
共
用
廊

下
・
共
用
階
段
へ
の
手
す
り
設
置
な

ど
、
共
用
部
分
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

行
ケ
家
主
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

都
市
型
産
業・
雇
用
施
策

光
の
祭
典

3
千
1
2
4万円

昨
年
に
引
き
続
き
、
1
2月
中
旬
か

ら
約
2
週
間
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
ま
ち
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

パ
レ
ー
ド
、ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
、

ま
す
ま
す
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
、
足

立
の
冬
の
風
物
詩
を
め
ざ
し
ま
す
。

千
住
仲
町
創
業
支
援
館
「
は
ば
た

き
」【
新
規
事
業
】

6
6
3
万
円

4
月
、千
住
仲
町
創
業
支
援
館
「
は

ば
た
き
」を
開
設
し
ま
す
。「
は
は
た

き
」
は
、
1
3室
の
貸
事
務
所
、
産
学

交
流
室
な
ど
を
備
え
た
施
設
で
す
。

意
欲
あ
ふ
れ
る
起
業
家
を
支
援

し
、
区
内
で
の
創
業
を
促
進
し
、
区

内
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

N
P
O

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

【
新
規
事
業
】

5
3
1
万
円

6
月
に
「
足
立
区
N
P
O

活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
情
報
提
供
や

人
材
育
成
、会
合
の
場
の
提
供
な
ど
、

新
た
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に
向

け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

少
人
数
私
募
債
発
行
助
成

【
新
規
事
業
】

6
1
0
万
円

少
人
数
私
募
債
と
は
、
中
小
企
業

が
取
締
役
会
決
議
の
み
で
縁
故
者
を

対
象
に
発
行
で
き
る
普
通
社
債
で

す
。区

で
は
、
利
息
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

住
宅
改
良
助
成

千
1
8万
円

自
己
所
有
の
住
宅
、
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
、
家
族

構
成
に
応
じ
た
間
取
り
変
更
な
ど
の

た
め
の
増
改
築
お
よ
び
耐
震
診
断
を

す
る
場
合
で
、
一
定
の
条
件
に
該
当

す
る
方
に
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

▲ 光の祭典

電
子
自
治
体
化
施
策

コ
ン
ビ
ニ
で
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
予
約
・
国
民
健
康
保
険
料

の
支
払
い

【
新
規
事
業
】

3
千
2
7
0万
円

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
抽
選
申
し

込
み
、
抽
選
後
の
予
約
が
区
内
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
端
末
機
お
よ

び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
予
約
し
た
ス

ポ
ー
ツ
施
設
使
用
料
と
国
民
健
康
保

険
料
に
つ
い
て
も
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
支
払
い
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

図3 性質 別歳 出予 算 額
区 の経費をその経済的性質に応じ て分類したもの

よ
り
高
く
、
よ
り
早
く
、よ
り
強
く
走
る
た
め
に

『足
立
区
中
期
財
政
計
画
』を
策
定
し
ま
し
た

問
先
=
財
政
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

区
で
は
、
真
に
自
立
し
た
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
特
色
あ
る
地
域
経
営
を
行
う

た
め
、
現
在
、「
区
政
」「
財
政
」「
社
会
」の
3
つ
の
構
造
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
こ
の
う
ち
申
長
期
的
な
視
点
か
ら
「
財
政
の
構
造
改
革
」
を
進

め
る
う
え
の
言
わ
ば
「
道
し
る
べ
」
で
す
。

同
時
に
昨
年
度
ま
で
の
「
総
合
実
施
計
画
」
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
、
今
後
1
0

年
間
の
事
業
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。

計
画
期
間
内
の

主
な
内
容

義
務
的
投
資
的
事
業

▽
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
、
住
区
セ
ン

タ
ー
、
保
育
園
の
改
修
な
ど

中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
エ
事
を
は
じ
め
、
老
朽
化
を

勘
案
し
な
が
ら
、
各
施
設
を
順
次
改

修
し
て
い
き
ま
す
。

▽
小
中
学
校
外
装
・
耐
震
・
照
度
ア

ッ
プ
エ
事

老
朽
化
し
た
校
舎
な
ど
を
改
修
し
、

良
好
な
教
育
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

小
中
学
校
改
築

▽
第
一
中
学
校
、千
寿
桜
堤
中
学
校
、

千
寿
第
三
小
学
校
の
改
築
な
ど

老
朽
化
し
た
校
舎
・
体
育
館
を
改

築
し
、
教
育
環
境
の
向
上
と
と
も
に

地
域
に
開
か
れ
た
施
設
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

計
画
的
投
資
的
事
業

▽
北
千
住
駅
、
竹
ノ
塚
駅
周
辺
再
開

発
駅
周
辺
の
商
業
・
業
務
機
能
の
充

実
と
、
土
地
の
高
度
利
用
に
よ
る
魅

力
あ
る
都
市
空
間
、
快
適
な
居
住
空

間
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

▽
日
暮
里
・
舎
人
線
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス

区
内
の
交
通
利
便
性
を
高
め
る

た
め
、
新
線
の
整
備
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
建
設
に
あ
わ
せ
て
駅
前
広

場
な
ど
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

▽
西
新
井
駅
西
口
周
辺
ま
ち
づ
く
り

密
集
住
宅
市
街
地
整
備
促
進
事

業
や
防
災
生
活
圏
促
進
事
業
な
ど

の
事
業
を
集
中
し
、
防
災
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

▽
佐
野
六
木
、
上
沼
田
南
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業

良
好
な
住
環
境
の
整
備
を
図
り
、

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

そ
の
他
の
投
資
的
事
業

▽
北
千
住
大
踏
切
・
竹
ノ
塚
駅
周
辺

の
鉄
道
立
体
交
差
化

交
通
渋
滞
を
解
消
し
、
交
通
分
断

地
域
の
交
流
を
図
る
た
め
、
関
係
機

関
と
の
調
整
や
調
査
を
行
い
ま
す
。

事業計画

※ 表中の数字は事業費総額です

『
2
1世
紀
仕
様
の

経
済
・
財
政
モ
デ
ル
』

ま
た
、
こ
の
計
画
に
、
低
成
長
時

代
に
お
け
る
持
続
可
能
な
財
政
運
営

を
確
立
す
る
た
め
の
方
策
を
明
ら
か

に
し
た
『
2
1世
紀
仕
様
の
経
済
・
財

政
モ
デ
ル
』
を
添
付
し
ま
し
た
。

こ
の
モ
デ
ル
は
人
口
減
少
と
高
齢

化
の
影
響
、
今
後
の
経
済
動
向
、
増

え
続
け
る
医
療
費
、
眼
前
に
迫
る
公

共
施
設
の
更
新
、
こ
の
4
つ
の
問
題

意
識
を
背
景
に
、
今
後
1
0
0年間
の
財

政
分
析
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
結
論
は
「
明
日
に
投
資
す
る
」

こ
と
で
あ
り
、そ
の
主
な
投
資
先
は
、

人
口
減
少
対
策
の
た
め
の
子
育
て
環

境
の
整
備
、良
好
な
住
環
境
の
整
備
、

生
産
性
の
向
上
の
た
め
の
教
育
環
境

の
充
実
、
新
産
業
支
援
な
ど
と
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
く
は
区
政
情
報
室

や
区
内
の
各
図
書
館
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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保

健

福

祉

ガ

イ

ド

定員に先着順
とあるものは3
月11 日

から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

　3880 ―5111( 代)

凡
例

◆ 申 込・・・申し込み方法
◆ 期 限・・・申し込み期限

◆ 場・申・問先・・・場所・

申し込み先・問い合わせ先
◆ 費用の記載のないものは無料

す
く
す
く
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
子

育
て
の
情
報
交
換
や
学
習
を
し
な
が

ら
友
達
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

期
間
=
4

月
～
9
月
(
毎
月
2
回
水

曜
日
)

、
午
前
1
0時
3
0分
～
1
1時
3
0

分

対
象
=
1
3年
4
月
～
9
月
生
ま

れ
の
幼
児
(
第
1
子
)
と
そ
の
母
親

定
員
=
親
子
4
0組
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本

町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

　
(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

地
域
で
子
育
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
輪
を
広
げ
た

い
方
集
ま
れ
!

「
健
や
か
親
子

大
学
習
会
」を
開

催
し
ま
す
。
日
時
=
3

月
2
6
日

困
、
午
前
1
0時
～
正
午

場
所
=
区

役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
育
児
中

の
方
/
育
児
を
支
援
し
て
い
る
方

内
容
=
活
動
発
表
/
講
演

講
師
=

西
郷
泰
之
氏
(
大
正
大
学
助
教
授
)

※
保
育
あ
り

申
込
=
電
話

申
・

問
先
=
母
子
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

児
童
育
成
手
当
(
障
害

手
当
)
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
制
度

□
児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

対
象
=
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
、
2
0歳
未
満
で
心
身
に
障
害
が
あ

る
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
…
知
的

障
害
で
「
愛
の
手
帳
」
1
～
3
度
程

度
/
身
体
障
害
で
「
身
体
障
害
者
手

帳
」
1
・
咄
級
程
度
/
脳
性
ま
ひ
/

進
行
性
筋
萎
縮
症
の
方

※
所
得
が

限
度
額
以
上
の
方
お
よ
び
児
童
が
施

設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん

手
当
月
額
=
1
万
5
千
5
0
0

円

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
=

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
、
2
0歳
未
満
で
心
身
に
重
度
お
よ

び
中
度
の
障
害
が
あ
る
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
方
・
:
身
体
障
害
者
手
帳
1

～
3
級
程
度
/
愛
の
手
帳
1
～
3
度

程
度
(
内
部
障
害
の
方
お
よ
び
愛
の

手
帳
3
・
4
度
の
方
は
、
診
断
書
に

よ
る
判
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
)

▽
次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
・
:所
得
が
限
度
額
以
上
/

児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
/
児

童
が
障
害
を
理
由
と
す
る
公
的
年
金

の
受
給
資
格
者
で
あ
る

手
当
月
額
=

重
度
5
万
1
千
5
5
0円/
中
度
3
万
4

千
3
3
0円―

―
い
ず
れ
も
―
―

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の

が
異
な
る
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
家
庭
支
援

係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン

(ポ
リ
オ
)
予
防
接
種

□
乳
幼
児

日
時
等
=
表
I

対
象
=
5
ヵ
月
～

7
歳
6
ヵ
月
未
満
の
乳
幼
児

※
1

・
2
回
目
の
新
規
対
象
者
に
は
、
3

月
末
に
予
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

新
規
対
象
者
以
外
で
予
診
票
を
持
っ

て
い
な
い
方
は
、
事
前
に
母
子
保
健

係
・
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
に
予
診
票

を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
接
種
当

日
は
説
明
書
を
よ
く
読
ん
だ
う
え
で

予
診
票
に
記
入
し
、
母
子
健
康
手

帳
、
体
温
計
、
上
ば
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
問
先
=
各
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
2
)
、ま
た
は

母
子
保
健
係(

3
8
8
0
)
5
8
9
2

□
昭
和
5
0年
～
5
2年
生
ま
れ
の
方
の

追
加
接
種
(
有
料
)

昭
和
5
0年
～
5
2年
生
ま
れ
の
方

は
、
ポ
リ
オ
の
十
分
な
免
疫
が
つ
い

て
い
な
い
割
合
が
高
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
齢
層

で
ポ
リ
オ
流
行
地
域
へ
渡
航
す
る

方
、
子
ど
も
が
ポ
リ
オ
の
接
種
を
す

る
方
、
子
ど
も
と
接
す
る
機
会
の
多

い
職
業
の
方
は
、
予
防
接
種
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
場
所
=
指
定
医
療

機
関

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
先
=
母
子
保
健
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

表1　 小児マヒポリオ生ワクチン接種日程等

※ いずれも受付時間は、午後1 時45分～2 時45分

表2　 保健総合センター一覧

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ

ー
ム
を
利
用
す
る
方
へ

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
の
指

定
宿
泊
施
設
・
国
民
宿
舎

「
し
お
さ

い
」
が
3
月
3
1
日
を
も
っ
て
閉
館
と

な
り
ま
す

。
4
月
1

日
以
降
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

問
先
=

家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

(
乳
)
・
(
親
)
医
療
証
の
有

効
期
限
に
ご
注
意
を

□
(
乳
)
医
療
証

1
4年
度
中
に
6
歳
に
な
っ
た
子
ど

も
(
平
成
8
年
4
月
2
日
～
9
年
4

月
1
日
生
ま
れ
)
に
は
、
有
効
期
限

が
3
月
3
1日
ま
で
の
医
療
証
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
4
月
1
日
以
降
の
診

療
に
つ
い
て
は
、
助
成
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問

先
=
児
童
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

□
(
親
)
医
療
証

1
4年
度
中
に
1
8歳
に
な
っ
た
子
ど

も
(
昭
和
5
9年
4
月
2
日
～
6
0年
4

月
1
日
生
ま
れ
)
の
医
療
証
の
有
効

期
限
は
3
月
3
1日
ま
で
で
す
。
そ
の

子
ど
も
と
申
請
者
の
み
で
医
療
証
を

使
っ
て
い
る
場
合
は
、
3
月
3
1日
で

申
請
者
の
受
給
資
格
も
な
く
な
り
ま

す
。

問
先
=
家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

東
京
都
シ
ル
バ
ー

パ
ス
の
お
知
ら
せ

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
、
都
バ

ス
・
都
営
地
下
鉄
・
都
電
・
都
内
の

民
営
バ
ス
に
利
用
で
き
ま
す
。

申

込
場
所
=
表
3

対
象
=
満
7
0歳
以

上
の
都
民
(
満
7
0歳
に
な
る
方
/
都

外
か
ら
転
入
し
た
方
も
含
む
)

※

高
齢
者
福
祉
手
当
受
給
者
・
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
を
除
く

費

用
等
=
表
4

※
満
7
0歳
に
な
る
月

の
初
日
か
ら
申
し
込
め
ま
す

有
効

期
間
=
発
行
日
～
1
5年
9
月
3
0日

問
先
=

東
京
バ
ス
協
会

(
5
3
0
8
)
6
9
5
0

ま
た
は
在
宅
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

表3　 東京都シルバーパス申し込み事業所一覧

※ 取り扱い時間・休業日などが変更、また事業所が移転になる場合があり
ますので、あらかじめ各事業所に確認してください

表4　 東京都シルバーパス申し込み費用等

「
首
都
の
顔
、
　私
が
決
め
る
　
こ
の
一
票
」

東
京
都
知
事
選
挙

投
票
日
　
4
月
1
3
日
(
日
)
、
午
前
7
時
～
午
後
8
時

「
選
ぼ
う
よ
!
　

明
日
の
あ
だ
ち
を
　
拓
く
ひ
と
」

足
立
区
議
会
議
員
・
区
長
選
挙

投
票
日
　
5
月
1
8
日
(
日
)
、
午
前
7
時
～
午
後
8
時

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
21

転
倒
予
防
の
健
康
づ
く
り

7
5歳
以
上
の
高
齢
者
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
運
動
を
し
な
い
人
の
転
倒

す
る
割
合
は
、
運
動
を
す
る
大
よ
り
3

倍
も
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

□
女
性
(
7
4歳
～
8
9歳
)
を
対
象
と

し
た
調
査

転
倒
予
防
の
た
め
の
運
動
教
室
に

参
加
し
た
大
と
し
な
か
っ
た
人
の
、

教
室
開
催
前
と
後
の
そ
れ
ぞ
れ
1
年

間
で
転
倒
経
験
を
比
べ
た
と
こ
ろ
、

参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
で
は
、
受
講
後
1

年
間
の
転
倒
率
は
受
講
前
よ
り
年

齢
が
増
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
5
.
5

%
減
少
し
ま
し
た
。

一
方
、
不
参
加
者
の
グ
ル
ー
プ
で

は
、
同
じ
期
間
の
転
倒
率
が
ほ
ぼ
4

倍
に
急
増
し
ま
し
た
(
東
京
都
老
人

総
合
研
究
所
調
査
に
よ
る
)
。

転
倒
予
防
を
め
ざ
す
運
動
教
室
で

は
、
筋
肉
ア
ッ
プ
や
バ
ラ
ン
ス
体
操

な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

そ
の
後
も
自
宅
で
1
日
平
均
知一
分
の

運
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
身
体

の
柔
軟
性
・
足
の
筋
力
・
歩
行
の
安

定
度
が
増
し
た
り
、
転
倒
予
防
へ
の

自
信
が
つ
い
て
い
き
い
き
と
し
て
き

た
と
答
え
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り

は
続
け
る
こ
と
が
キ
ー
ワ
ー
ド
の
よ

う
で
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
足
立
保
健
所
調
整
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女
性
の
健
康
講
座

「
マ
マ
の
笑
顔
は
健

康
の
も
と
」

日
時
=
3
月
2
7日
困
、
午
前
1
0時
～
H

時
3
0分

場
所
=
西
新
井
栄
町
住

区
セ
ン
タ
ー

対
象
=
乳
幼
児
を
育

て
て
い
る
方

内
容
=
講
演
「
笑
顔

で
子
育
て
す
る
た
め
に
」

講
師
=

保
科
真
美
氏
(
寺
田
病
院
小
児
科
医

師
)

定
員
=
3
0人
(
先
着
順
)

※
保
育
な
し

申
込
=
電
話

申
・

問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
係

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

子
育
て
支
援
講
習
会

「
発
達
が
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
子
ど

も
の
理
解
と
対
応
」
を
テ
ー
マ
に
、

自
主
グ
ル
ー
プ
「
ス
イ
ッ
チ
O
N

」

と
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
=
3

月
1
6日
黼
、
午
後
1
時
～
3
時

対
象
=
発
達
が
気
に
な
る
子
の
親

※
託
児
あ
り
(
事
前
予
約
)

内
容
=
L
D
(

学
習
障
害
)
、
A
D
H
D
　
(

注
意
欠
陥
・
多
動
性
症
候
群
)
あ

る
い
は
乱
暴
、
が
さ
つ
、
恐
が
り
、

対
人
関
係
が
作
り
に
く
い
な
ど
、
発

達
が
気
に
な
る
子
ど
も
の
背
景
を

「
感
覚
」
の
育
ち
の
偏
り
か
ら
考
え

ま
す

講
師
=
木
村
順
氏
(
作
業
療

法
士
)

定
員
=
2
0
0人

※
当
日
の

午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
の
間
に

春
の
日
曜
相
談
も
行
い
ま
す
場
・

申
・
問
先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

痴
ほ
う
性
高
齢
者
家
族

交
流
会
「
翠
よ
う
会
」

日
時
=
3
月
1
9日
困
、
午
前
1
0時
～
H

時
3
0分

※
定
例
日
、
毎
月
第
3

水
曜
日

対
象
=
痴
ほ
う
性
高
齢
者

の
い
る
家
族
/
痴
ほ
う
性
高
齢
者
に

関
心
の
あ
る
方

内
容
=
痴
ほ
う
性

高
齢
者
と
の
接
し
方
・
家
族
の
ス
ト

レ
ス
・
健
康
に
つ
い
て
な
ど

場
・

申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係(3

8
9
6
)
4
0
0
4

身
体
障
害
者
自
動
車

燃
料
費
の
定
例
払
い

届
け
出
さ
れ
た
口
座
に
、
1
4年
4

月
分
～
1
5年
3
月
分
を
3
月
2
6日
ご

ろ
振
り
込
み
ま
す
。
※
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
と
の
併
給
は
で
き
ま
せ
ん

問
先
=
障
害
給
付
係
ま
た
は
各
福
祉

事
務
所
(
表
5
)

表5　 福祉事務所一覧

痴
ほ
う
講
演
会

「
痴
ほ
う
に
な
ら
な

い
た
め
に
」

日
時
=
3
月
1
3日
困
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

講
師
=
浮
文
宏
氏
(

う
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
)

対
象
=

区
内
在
住
の
方

定
員
=
4
0
人
(

先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

問
・
申
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

区
内
の
休
日
応
急
診

療
・
応
急
歯
科
診
療

□
休
日
歯
科
応
急
診
療
所
(
表
6
)

我
慢
で
き
な
い
歯
の
痛
み
な
ど
に

対
し
て
の
応
急
処
置
を
行
い
ま
す
。

□
休
日
応
急
診
療
所
(
表
6
)

症
状
が
軽
く
通
院
で
き
る
程
度

(急
な
発
熱
や
腹
痛
で
早
く
診
療
を

受
け
る
こ
と
で
、
不
安
や
症
状
の
軽

減
が
で
き
る
な
ど
)
の
診
療
を
行
い

ま
す
。

な
お
、
千
住
休
日
応
急
診
療
所

は
、
3
月
3
0日
黼
を
も
っ
て
移
転
し

ま
す
。

※
診
療
時
間
、
診
療
科
目

は
変
わ
り
ま
せ
ん

開
殼
日
=
4
月
6

日
回

移
転
先
=
足
立
区
医
師
会

館
内
(
中
央
本
町
3
1
4
1
4
)

(
3
8
8
0
)
1
8
6
6

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
健
康
保
険
証
を
必
ず
持
参

し
、直
接
お
出
で
く
だ
さ
い
。
特
別

な
事
情
(
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
な
ど
)

が
あ
る
方
は
診
療
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い

▽
人
院
な
ど
を
必
要
と

す
る
程
度
に
症
状
が
重
い
場
合
に

は
、
区
内
に
救
急
指
定
さ
れ
て
い
る

病
院
(
表
7
)

が
あ
り
ま
す

奈
小

児
の
休
日
・
全
夜
問
診
療
の
医
療
施

設
(
博
慈
会
記
念
総
合
病
院
)

問

先
=
足
立
区
医
師
会

(
3
8
4
0
)
2
1
1
1

ま
た
は
衛
生
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
1

□
救
急
の
医
療
機
関
案
内
(
2
4
時
間

体
制
)

ひ
ま
わ
り
(
東
京
都
保
健
医
療
情
報

セ
ン
タ
士

(
5
2
7
2
)
0
3
0
3

消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

(
3
2
1
2
)
2
3
2
3

表6　 足立区休日応急診療所一覧

表7　 区内救急指定病院一覧
※ 表示は、24時間内科・外科の救急対応が可能な病院です( 博慈会記念

総合病院は小児も可能) 。受診の際は、事前に各医療機関に電話で確認
してください

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
の
な
い
公
平
な

採
用
選
考
(
2
)

公
平
な
採
用
選
考
を
行
う
た
め
に

は
、
求
人
の
際
、
雇
用
者
と
し
て
ど

の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
募
集
す
べ

き
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

<募
集
・
応
募
書
類
に
つ
い
て
>

応
募
者
が
会
社
に
提
出
す
る
応
募

用
紙
は
、
同
和
地
区
出
身
者
が
就
職

差
別
を
受
け
た
こ
と
な
ど
を
契
機
と

し
て
、
標
準
的
な
様
式
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

新
規
高
卒
者
に
つ
い
て
は
「
全
国

高
等
学
校
統
一
用
紙
」
、
新
規
中
卒

者
に
つ
い
て
は
『
徂
職
業
相
談
票

「
乙
」
」
、
新
規
大
卒
者
に
つ
い
て

は
「
新
規
大
学
卒
業
者
用
標
準
的
事

項
の
参
考
例
」
そ
し
て
、
一
般
の
採

用
に
つ
い
て
は
「
日
本
工
業
規
格
履

歴
書
」
が
定
め
ら
れ
、
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

企
業
が
、
本
籍
地
、
家
族
関
係

(例

家
族
の
職
業
・
収
入
・
住
居

の
状
況
な
ど
)

、
尊
敬
す
る
人
物
、

自
宅
付
近
の
略
図
な
ど
、
応
募
者
の

能
力
と
適
性
に
全
く
関
係
の
な
い
内

容
・
項
目
が
含
ま
れ
た
独
自
の
応
募

書
類
(
い
わ
ゆ
る
「
社
用
紙
」
)
を

使
用
す
る
こ
と
は
、
差
別
的
採
用
選

考
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
募
集
の
際
に
戸
籍
謄
(
抄
)

本
の
提
出
を
求
め
て
は
い
け
ま
せ

ん
。適

正
な
応
募
・
募
集
書
類
の
み
の

提
出
を
求
め
る
こ
と
が
、
就
職
差
別

を
な
く
す
た
め
に
大
変
重
要
な
こ
と

で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
守
り
、
応

募
の
段
階
で
特
定
の
人
(
同
和
地
区

出
身
者
・
女
性
・
障
害
者
・
外
国
籍

の
人
な
ど
)
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
十
分
に
配
慮
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和

対
策

新
交
通
シ
ス
テ
ム
!

日
暮
里
・
舎
人
線

足立小台駅
( 仮 称)

(仮
称
)
足
立
小
台
駅
周
辺
が
新

た
な
ま
ち
に
生
ま
れ
変
り
ま
す
。

駅
の
周
辺
で
は
、
現
在
国
土
交
通

省
に
よ
り
約
7
h

の
区
域
に
わ
た

り
、
ス
ー
パ
ー
堤
防
の
工
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
工
事
に
よ
り
、

荒
川
と
隅
田
川
の
堤
防
の
高
さ
ま
で

土
が
盛
ら
れ
、
最
大
で
約
1
0
m地
盤

が
高
く
な
り
ま
す
。

足
立
小
台
駅
は
ほ
か
の
駅
と
異
な

り
、
道
路
の
上
で
は
な
く
扇
大
橋
の

東
側
に
隣
接
し
た
こ
の
ス
ー
パ
ー
堤

防
上
に
設
置
さ
れ
、
駅
前
広
場
も
整

備
し
ま
す
。
駅
舎
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、

お
年
寄
り
や
体
に
不
自
由
な
方
に
も

利
用
し
や
す
い
駅
に
な
る
予
定
で

す
。ま

た
、
ス
ー
パ
ー
堤
防
上
で
は
民

間
開
発
も
同
時
に
進
行
し
て
お
り
、

駅
東
側
に
は
大
規
模
店
舗
、
駅
西
側

に
は
8
0
0
～
9
0
0戸
の
中
高
層
住
宅
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
荒
川
と
隅
田
川

に
は
さ
ま
れ
た
小
台
地
区
は
、
区
で

最
も
地
盤
の
高
い
土
地
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。

な
お
、
駅
舎
の
工
事
は
、
1
5年
度

か
ら
1
6年
度
に
施
工
さ
れ
る
隅
田
川

の
橋
桁
工
事
終
了
後
に
施
工
す
る
予

定
で
す
。
問
先
=
都
市
交
通
課
日

暮
里
・
舎
人
線
推
進

(
3
8
8
0
)
5
7
1
8

▲ 足立小台駅とスーパー堤防予想完成図

選

挙

豆

知

識

政
治
家
か
ら
の
寄
附
は

罰
則
を
も
っ
て

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

公
職
選
挙
法
は
、
お
金
の
か
か
ら

な
い
政
治
・
選
挙
の
実
現
の
た
め
、

政
治
家
(
立
候
補
予
定
者
を
含
む
)

が
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
寄
附
す
る

こ
と
を
厳
し
く
規
制
し
て
い
ま
す
。

違
反
し
て
処
罰
さ
れ
る
と
、
公
民
権
(

選
挙
権
・
被
選
挙
権
)
が
停
止
さ

れ
、
政
治
家
の
資
格
を
失
い
ま
す
。

寄
附
に
は
金
銭
だ
け
で
な
く
、
品

物
も
含
ま
れ
、
入
学
・
卒
業
・
就
職

な
ど
に
際
し
、
選
挙
区
内
の
人
に
贈

り
物
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
有
権
者
が
こ
れ
ら
を
求
め
る

こ
と
も
禁
止
し
て
お
り
、
政
治
家
な

ど
に
強
要
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

「
贈
ら
な
い
、求
め
な
い
、受
け
取

ら
な
い
」
が
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙

に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会

(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

◆ 税金の申告はお早めに　申告期限=3 月17日
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く
ら
し
の
情
報

定員に先着順
とあるものは3
月11 日

から受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880 ―5111( 代)

凡
例

◆ 申込・・・申し込み方法
◆ 期 限・・・申し込み期限

◆ 場・申・問先・・・場 所・
申し込み先・ 問い合わせ先

◆ 費 用の記載のないものは無料

休
日
納
税
・
納
付
相
談

平
日
に
区
役
所
に
来
ら
れ
な
い
方

の
た
め
に
、
「
区
・
都
民
税
」「
国
民

健
康
保
険
料
」
の
納
付
の
受
け
付
け

や
、納
税
・
納
付
に
関
す
る
相
談
を
行

い
ま
す
。
※
介
護
保
険
相
談
は
、行

い
ま
せ
ん

日
時
=
3
月
2
3日
回
、

午
前
9
時
～
午
後
4
時

場
所
=
区

役
所

問
先
=
納
税
第
丁

二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

・
7

国
民
健
康
保
険
課
納
付
相
談
第
一
・

二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
3

・
4

お
支
払
い
は
便
利
な

口
座
振
替
で
!

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健

康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
支
払
い

は
、
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。区
内
の
金
融
機
関
・

郵
便
局
に
は
申
込
用
紙
が
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。
問
先
=

納
税
課
収
納

係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
8

国
民
健
康
保
険
課
収
納
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
2

介
護
保
険
課
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例

承
認
期
間
の
終
了

1
4年
度
に
国
民
年
金
保
険
料
の
学

生
納
付
特
例
を
申
請
し
て
承
認
さ
れ

た
方
は
、
3
月
末
で
特
例
期
間
が
終

了
し
ま
す
。

3
月
中
に
惠
只
社
会
保
険
事
務
局

か
ら
継
続
の
お
知
ら
せ
が
送
ら
れ
ま

す
。
引
き
続
き
納
付
特
例
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
同
封
の
申
請
書
に
必

要
項
目
を
記
入
の
う
え
4
月
～
5
月

中
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
た
に
学
生
納
付
特
例
を

希
望
す
る
方
は
、
4
月
～
5
月
中
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
=
年

金
手
帳
(
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
)
/

学
生
証
(
コ
ピ
ー
可
)
を
持
参

申
先
=
国
民
年
金
課
ま
た
は
各
区
民

事
務
所

問
先
=
国
民
年
金
課
調
整

係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
4
4

こ
ん
な
と
き
は
手
続

き
が
必
要
で
す

表
1
に
該
当
す
る
方
は
、
1
4日
以

内
に
届
け
出
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。
※
必
要
書
類
や
手
続
き
場
所

に
つ
い
て
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
先
=
国
民
健
康
保
険

課
資
格
賦
課
係(

3
8
8
0
)
5
2
4
0

表1　 国保届け出一覧

※ は国保加入者のみ対象

建
物
を
新
築
な
ど

す
る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
区
域
で
、
建

物
の
新
築
ま
た
は
増
改
築
な
ど
で
出

入
口
を
変
更
す
る
場
合
は
、
新
た
に

住
居
番
号
(
住
所
)
を
決
め
る
た
め

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
け

出
が
な
い
と
、
住
民
票
の
異
動
な
ど

の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。
建
築
確

認
済
証
が
交
付
さ
れ
た
ら
、
案
内
図

と
配
置
図
(
建
築
確
認
書
一
式
の
中

に
あ
り
ま
す
)
を
用
意
の
う
え
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
建
物

は
そ
の
ま
ま
で
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
建

物
の
名
称
を
変
え
た
場
合
も
届
け
出

が
必
要
で
す
。
な
お
、
住
居
表
示
板

(緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
を
破
損
・
紛

失
し
た
方
に
は
、
窓
口
で
無
料
再
交

付
し
て
い
ま
す
。
問
先
=
戸
籍
住

民
課
住
居
表
示

現
在
持
っ
て
い
な
い

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車

の
税
金
を
払
っ
て
い

ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在
、

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し

て
い
る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
廃

車
の
手
続
き
を
し
な
い
と
1
5年
度
の

税
金
が
か
か
り
ま
す
。
対
象
=
盗

難
に
あ
っ
て
見
つ
か
っ
て
い
な
い
方

(警
察
に
盗
難
届
を
出
し
て
い
て
も

廃
車
届
は
必
要
で
す
)
/
届
け
出
を

し
な
い
で
譲
っ
た
り
、
売
っ
た
り
し

た
方
/
解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
方

問
先
=
表
2

表2　 軽自動車税問い合わせ先一覧
都
市
計
画
に
基
づ
き
用

途
地
域
な
ど
の
見
直
し

を
進
め
て
い
ま
す

▽
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
地
区
計
画

の
説
明
会
を
行
い
ま
す

用
途
地
域
な
ど
を
変
更
す
る
た
め

に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
(
=

約
束
事
)
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
土

地
区
画
整
理
事
業
を
行
う
区
域
な
ど

に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル

で
あ
る
『
地
区
計
画
』
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
用
途
地
域
な
ど
を
変
更

し
ま
す
。
日
時
等
=
表
3

ま
た
、

用
途
地
域
改
正
素
案
の
説
明
会
を
後

日
開
催
し
ま
す
。
※
く
わ
し
く
は
3

月
1
8日
発
行
の
あ
だ
ち
広
報
『
用

途
地
域
改
正
素
案
特
集
号
』
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
用
途
地
域
な

ど
の
見
直
し
に
関
す
る
事
項
は
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す

問
先
=
都
市
計
画
課
都
市
計
画

調
整

表3　 都市計画法に基づく地区計画の説明会日程等

※ いずれも時間は、午後7 時～8 時30分

地
区
計
画
の
原
案
を

縦
覧
し
ま
す

こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る

方
は
、
区
長
に
対
し
て
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
原
案
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

□
島
根
二
丁
目
地
区
地
区
計
画
/
国

道
4
号
A
地
区
(
日
光
街
道
)
沿
道

地
区
地
区
計
画

区
域
=
島
根
二
丁
目
各
地
内

縦
覧

期
間
=
3
月
2
6日
～
4
月
8
日

意

見
書
提
出
期
間
=
3
月
2
6日
～
4
月
1
5

日

説
明
会
日
時
=
3
月
2
5日
脚
、

午
後
7
時

場
所
=
中
島
根
小
学
校

縦
覧
場
所
・
問
先
=
都
市
計
画
課
都

市
計
画
調
整

不
燃
化
促
進
助
成
の

受
け
付
け
開
始

補
助
1
3
6
号
線
関
原
・
梅
田
地
区
の

不
燃
化
促
進
事
業
は
4
月
1
日
よ
り

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
事
前
の

相
談
は
受
け
付
け
中
で
す
。
不
燃

化
促
進
区
域
告
示
=
4
月
1
日
予
定

問
先
=
防
災
ま
ち
づ
く
り
係

燃
え
な
い
建
物
を
建

て
る
方
へ

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」の
一

環
と
し
て
、
大
地
震
時
の
火
災
に
対

し
、
安
全
な

「
避
難
路
」
や
「
延
焼

遮
断
帯
」
を
整
備
す
る
た
め
、
都
市

防
災
不
燃
化
促
進
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
不
燃
化
促
進

区
域
内
で
期
間
中
、
一
定
の
基
準
に

合
っ
た
不
燃
建
築
物
を
建
て
る
方

に
、
工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
、
建

物
の
不
燃
化
を
促
進
す
る
も
の
で

す

。
こ
の
区
域
内
で
、
建
物
を
建
て

る
予
定
の
方
は
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象
=

放
射
‥
1
1
1
1

一
号
線
(
荒
川
以

北
の
尾
久
橋
通
り
)

の
道
路
の
両
側

か
ら
お
お
む
ね
3
0
m
以
内
の
区
域

期
限
=
1
8
年
3

月
3
1
日

※
助
成
金

な
ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
先
=

建
築
防
災

(
3
8
8
0
)
5
9
5
2

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉

が
遅
い
な
ど

、
子
ど
も
の
教
育
上
の

悩
み
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す

。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(

祝
日

を
除
く
)
、
午
前
9

時
～
午
後
5

時

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

教

育
研
究
所

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
(

祝
日

を
除
く
)
、午
前
9

時
～
午
後
4

時
3
0

分

申
・
問
先
=

教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
規
制

地
域
説
明
会

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
走
行
規
制
が
、
1
5

年
1
0月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
規
制
・

支
援
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
日
時
=
3
月
2
6日
困
、

午
後
6
時
3
0分

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ

問
先
=
環
境
課
調
整
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
3
5

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

非
常
勤
職
員
募
集

対
象
=
男
女
共
同
参
画
に
関
し
知
識

と
熱
意
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
で
き

る
方

内
容
=
女
性
の
人
権
に
関
す

る
相
談
/
講
座
の
企
画
・
運
営
、
情

報
資
料
室
の
運
営
/
事
務
補
助

定

員
=
I
人

報
酬
等
=
報
酬
月
額
1
8

万
2
千
円
(
社
会
保
険
有
、
交
通
費

支
給
)
/
5

月
1
日
～
1
6年
3
月
3
1

日
、
月
3
0時
間
(
土
、
日
・
夜
間
勤

務
有
り
)

選
考
=
論
文
審
査
(
一
次

審
査
)
/
面
接
(
二
次
審
査
)

申
込
=

履
歴
書
/
論
文
「
私
に
と
っ
て
男

女
共
同
参
画
社
会
と
は
」
(
8
0
0
字
程

度
、
自
筆
に
限
る
)
を
持
参
(
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
)
ま
た
は
郵
送

※

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
募
集
要

領
な
ど
を
配
布

期
限
=
3
月
2
4日

消
印
有
効

※
応
募
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん

申
・
問
先
=
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
1

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

区
制
7
0周
年
記
念
事
業

「
ふ
れ
あ
い
足
立
」

1
7号
発
行

「
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民

協
議
会
」
で
は
、
3
月
1
7日
に
情
報

誌
を
区
制
7
0周
年
記
念
特
集
号
と
し

て
、
区
内
老
舗
の
紹
介
や
ま
ち
の
情

報
を
満
載
し
て
発
行
し
ま
す
。
各
区

民
事
務
所
・
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
・

郵
便
局
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

問
先
=
地
域
活
動
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6
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児
童
館
の
開
館
時
間

が
変
わ
り
ま
す

1
5年
4
月
1
日
か
ら
、
児
童
館
の

開
館
時
問
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

開
館
時
間
=

▽
4
月
～
9
月
・
:午
前
1
0

時
～
午
後
6
時

▽
1
0月
～
3
月

…
午
前
1
0
時
～
午
後
5

時

※
日

曜
・
祝
日
を
除
い
て
学
校
が
休
み
の

日
も
開
館
し
て
い
ま
す
の
で
利
用
し

て
く
だ
さ
い

問
先
=
指
導
相
談
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
6
8

幼
児
と
お
母
さ
ん
の

友
だ
ち
づ
く
り

住
区
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
児
童
館
で

は
、
親
子
の
友
だ
ち
づ
く
り
や
楽
し

い
活
動
を
す
る
「
母
親
・
幼
児
グ
ル

ー
プ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
し
込

み
や
日
程
な
ど
、
く
わ
し
く
は
各
住

区
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
問
先
=
指
導
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
8

魚
は
語
る
!
1
4年
度

魚
類
調
査
結
果

地
球
上
で
は
、
空
気
・
水
・
土
・

植
物
・
動
物
な
ど
様
々
な
も
の
が
、

お
互
い
に
影
響
し
あ
っ
て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
生
き
物
が
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
中
で
生
き
て
い
る
の
で
す
。
生

き
物
た
ち
は
、
環
境
の
生
き
た
指
標

と
言
え
ま
す
。
そ
こ
で
毎
年
、
川
の

魚
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
区
内
2
河
川
(
花
畑

川
、
垳
川
)
で
投
網
、
タ
モ
網
な
ど

の
方
法
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。
2
河

川
合
計
の
確
認
種
は
8
種
で
、
昨
年

度
の
H
種
よ
り
少
な
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
が
、
花
畑
川
で
は
、
昭
和
5
5

年
以
来
、
久
し
ぶ
り
に
カ
ム
ル
チ
ー
(

ラ
イ
ギ
ョ
)
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
ウ
グ
イ
、
ス
ゴ
モ
ロ
コ
が
確

認
で
き
ず
、
メ
ダ
カ
は
一
1
1年
以
降
姿

を
消
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
身
近
な
自
然
や
環
境
に

目
を
向
け
、
ど
う
し
た
ら
、
生
き
物

や
自
然
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
が
で
き

る
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
問
先
=

環
境
課
調
査
係

(
3
8
8
0
)
5
6
3
1

魚類調査結果春
休
み
に
増
え
る

放
置
自
転
車

駅
前
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0
m
以
内

を
、
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定

し
て
い
ま
す
。
禁
止
区
域
に
放
置
さ

れ
た
自
転
車
は
、
撤
去
し
て
移
送
所

に
運
び
保
管
し
ま
す
。
自
転
車
を
引

き
取
る
際
に
は
、
撤
去
料
と
し
て
2

千
円
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

撤
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処
分
し

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

学
校
の
春
休
み
期
間
中
は
、
特
に

放
置
自
転
車
が
目
立
ち
ま
す
。
駅
に

近
い
方
は
で
き
る
だ
け
徒
歩
で
、
自

転
車
を
利
用
す
る
方
は
、
必
ず
決
め

ら
れ
た
自
転
車
駐
車
場
な
ど
に
置
い

て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
自
転
車
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

北
千
住
駅
地
下
通
路
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

1
4年
度
に
、
利
用
者
や
地
域
住
民

の
方
な
ど
に
よ
り
、
北
千
住
駅
地
下

通
路
整
備
検
討
会
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。「
だ
れ
に
で
も
利
用
し
や
す
い

通
路
」
を
主
旨
に
検
討
を
重
ね
、
整

備
案
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
1
5

年
度
、
西
ロ
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
撤
去

工
事
に
伴
い
、
地
下
通
路
の
整
備
工

事
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◇
主
な
改
良
点

▽
ス
ロ
ー
プ
の
拡
幅
と
通
行
区
分
の

明
確
化
(
自
転
車
と
歩
行
者
の
分
離

な
ど
)

▽
通
路
内
照
明
の
方
式
変

更
に
よ
る
節
電
と
照
度
ア
ッ
プ

問

先
=
東
部
工
事
事
務
所
工
務
係

(
3
6
0
2
)
8
8
3
1 ▲ 北千住駅地下通路のイメージ図

め
ざ
せ
　子
ど
も
一
茶

※
「
俳
句
の
ひ
ろ
ば
　
'
0
2
」
か
ら
転
載
。
学
年
は
発
表
当
時
の
も
の

し
つ
げ
ん
を
風
の
で
ん
車
が
は
し
っ
て
る

梅
島
小
学
校
二
年

ひ
ら
田
　
え
り

サ
ヨ
ナ
ラ
は
ま
た
会
え
る
日
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

千
寿
小
学
校
六
年

加
藤
　
愛

引
越
し
の
荷
物
の
中
の
夏
ぼ
う
し

第
八
中
学
校
三
年

吉
田
　
亜
莉
沙

催
し
物
ガ
イ
ド

定員に先着順
とあるものは3

月11 日

から受け付け

都
民
ゴ
ル
フ
場
区
民
開
放

参
加
者
募
集

日
程
=
4
月
1
9日
出

場
所
=
都
民

ゴ
ル
フ
場

対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
の
方

定
員
=
1
8
0人(
先
着
順
)

費
用
=
6
千
5
0
0円

※
当
日
現
地
に

て
支
払
い
。
昼
食
代
、
ロ
ッ
カ
ー
費

は
別
途
必
要

申
込
=
往
復
ハ
ガ
キ

に
代
表
者
お
よ
び
参
加
者
全
員
(
1

枚
4
人
ま
で
)
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記

※

往
復
ハ
ガ
キ
以
外
の
申
し
込
み
、
重

複
申
し
込
み
は
、
す
べ
て
無
効

期

限
=
3
月
3
1日
必
着

※
決
定
通
知

は
4
月
上
旬
発
送
予
定

申
先
=
都

民
ゴ
ル
フ
場

〒
1
2
3・0
8
6
5

新

田
I
-
1
5
-
1(

3
9
1
9
)
0
1
1
1

問
先
=
公
園
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
8

第
6
回
地
球
に
や
さ
し

い
リ
サ
イ
ク
ル
工
夫
展

「
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
」を
テ
ー

マ
に
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
様
々
な
作

品
・
ア
イ
デ
ア
を
展
示
し
ま
す
。
日

時
=
3
月
1
7日
～
2
0日
、
午
前
9
時

～
午
後
5
時

※
1
7日
は
午
後
1
時

か
ら
、
2
0日
は
午
後
3
時
ま
で

場

所
=
区
役
所
I
階
区
民
ロ
ビ
ー

問

先
=
あ
だ
ち
再
生
館
(
月
曜
休
館
)

　
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
、
大

人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
遊
ぼ
う
。

日
時
=
3
月
9
9一日
出
、
午
後
1
時
3
0

分

対
象
=
幼
児
～
大
人

※
幼
児

は
保
護
者
同
伴

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

場
・
問
先
=
西
保
木
間
児

童
館

　
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

日
本
少
年
少
女
合
唱
連
盟

第
1
4回
合
同
演
奏
会

全
国
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
少
年

少
女
合
唱
団
に
よ
る
合
同
演
奏
会
で

す
。
日
時
等
=
3
月
3
0日
黼
、昼
の

部
・
:正
午
開
演
、
夜
の
部
・
:午
後
5

時
3
0分
開
演

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ

テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

曲
目
=

合
同
演
奏

「
ハ
レ
ル
ヤ
」
ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

足
立
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団

第
1
3回
定
期
演
奏
会

小
学
校
4
～
6
年
生
の
団
員
が
、
1

年
間
練
習
し
て
き
た
成
果
を
お
聴

き
く
だ
さ
い
。
日
時
=
3

月
1
6日

回
、
午
後
2
時
開
演

場
所
=
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

内
容
=
▽
第
1
部
・
:
ウ
ェ
ス
ト
ウ
ッ

ド
ー
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
ほ
か

▽
第
2

部
・
:翼
を
く
だ
さ
い
ほ
か

▽
第
3

部
・
:
ガ
リ
バ
ー
ほ
か

申
込
=
当
日

直
接
会
場
へ

問
先
=
文
化
振
興
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

卒
業
お
祝
い
会

中
・
高
校
生
が
卒
業
す
る
に
あ
た

り
、
自
分
た
ち
で
企
画
・
運
営
す
る

ラ
イ
ブ
で
す
。
日
時
=
3
月
2
2日

出
、
午
後
1
時
1
5分

内
容
=
安
藤

秀
樹
氏
(
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

古

や
、
地
域
の
様
々
な
世
代
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

場
・
問
先
=
千
住
児
童
館

(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

郷
土
博
物
館

ス
ポ
ッ
ト
展

今
回
の
博
物
館
ス
ポ
ッ
ト
展
は
、

発
掘
で
出
土
し
た
様
々
な
遺
物
を
中

心
に
、
地
中
に
埋
も
れ
て
い
た
千
住

宿
の
歴
史
を
特
集
し
ま
す
。

葛
西
用
水
親
木
水
路
の
桜
の
開
花

に
合
わ
せ
て
、
こ
の
期
間
中
の
月
曜

日
を
臨
時
開
館
し
ま
す
。
お
花
見
に

も
ぜ
ひ
、
来
館
く
だ
さ
い
。
期
間
=

3
月
2
1日
～
5
月
2
5日

開
館
時
間
=

午
前
9
時
～
午
後
5
時
(
入
館
は
4

時
3
0分
ま
で
)

※
月
曜
日
休
館
(
3

月
3
1日
と
4
月
7
日
は
臨
時
開

館
5

月
5
日
は
開
館
、
6
日
が
休

館
)

入
館
料
=

▽
大
人
…
2
0
0円

▽
小
・
中
学
生
:
1
0
0円

※
団
体
2
0

人
以
上
は
通
常
の
半
額
、
区
内
在

住
・
在
学
の
小
中
学
生
は
減
免

※

区
内
在
住
・
在
勤
で
7
0歳
以
上
の
方
、

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
お
よ
び

介
護
者
I
人
ま
で
無
料

無
料
公
開

日
=
3
月
3
1日
/
4

月
7
日
/
5
月
5

日
(
毎
月
第
2
土
曜
日
)

場
・
問

先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

区
制
7
0周
年
記
念
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果

□
第
1
7回
足
立
区
観
光
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
審
査
結
果

応
募
総
数
2
1
1点(
8
7人
)
の
中
か

ら
、
審
査
の
結
果
次
の
方
が
入
賞
し

ま
し
た
(
敬
称
略
)
。
推
薦
(
区
長

賞
)
=
原
田
公
(
西
新
井
一
丁
目
)

特
選
(
観
光
協
会
会
長
賞
)
=
窪
田

愛
子
(
西
新
井
本
町
一
丁
目
)
/
三

石
美
枝
子
(
千
住
大
川
町
)

準
特
選
=

谷
原
知
子
(
関
原
三
丁
目
)
/

戸

田
栄
作
(
北
区
)
/

野
村
晶
子
(
栗

原
二
丁
目
)
/

赤
堀
良
明
(
竹
の
塚

三
丁
目
)
/
小
林
フ
サ
子
(
江
北
七

丁
目
)

入
選
=
関
谷
宗
明
(
竹
の
塚

六
丁
目
)
/
谷
川
治
男
(
千
住
三
丁

目
)
/
大
内
若
子
(
東
和
四
丁
目
)
/

菅
野
弓
子
(
東
和
一
丁
目
)
/
石

川
公
三
郎
(
関
原
三
丁
目
)

□
光
の
祭
典
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
審
査

結
果応

募
総
数
1
1
8点(
7
0人
)
の
中
か

ら
、
審
査
の
結
果
、
次
の
方
が
入
賞

し
ま
し
た
(
敬
称
略
)
。
推
薦
(
区

長
賞
)
=
細
川
雅
章
(
葛
飾
区
)

特

選
(
観
光
協
会
会
長
賞
)
=
鈴
木
久

男
(
一
ツ
家
三
丁
目
)
/

遠
藤
武
(

竹
の
塚
二
丁
目
)

準
特
選
=
宇

佐
美
勝
広
(
江
北
六
丁
目
)
/

谷
川

治
男
(
千
住
三
丁
目
)
/

石
川
幸
雄
(

中
央
本
町
四
丁
目
)
/

横
田
豊
信
(

竹
の
塚
一
丁
目
)
/
板
尾
健
一
(
葛

飾
区
)

入
選
=
井
上
雅
明
(
伊
興
本

町
一
丁
目
)
/

水
野
昌
子
(
西
綾
瀬

三
丁
目
)
/
飯
田
チ
ヅ
ヨ
(
花
畑
五

丁
目
)
/

井
上
登
志
(
西
竹
の
塚
一

丁
目
)
/

松
岡
端
(
神
明
二
丁
目
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
観
光
協
会
(
経
済
観
光
課
内
)

　
(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

女
性
相
談
室
の

臨
時
休
業

期
間
=
3

月
2
5日
～
2
8日

※
相
談

の
予
約
も
休
業
し
ま
す

問
先
=
女

性
総
合
セ
ン
タ
ー
女
性
相
談
室

(
3
8
8
0
)
5
2
2
3

掲

示

板

□
当
座
預
金
・
普
通
預
金
・
別
段
預

金
は
、
1
7年
3
月
末
ま
で
引
き
続
き

全
額
保
護
さ
れ
ま
す

▽
定
期
預
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
同
様
、
元
本
1
千
万
円
ま
で

と
そ
の
利
息
な
ど
が
保
護
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
を
超
え
る
部
分
は
、
破
た

ん
金
融
機
関
の
財
産
の
状
況
に
応
じ

て
支
払
わ
れ
ま
す
(
一
部
カ
ッ
ト
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
)

▽
く
わ
し
く
は
、
金
融
機
関
の
窓
口

ま
た
は
預
金
保
険
機
構
、
農
水
産
業

協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構
、
財
務
局

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

《
金
融
庁
》

□
少
年
相
談
所
開
設

▽
デ
パ
ー
ト
で
の
少
年
相
談

日
時
=
3
月
1
4日
～
1
6日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
5
時

場
所
=
大
丸
東
京

店
(
千
代
田
区
丸
の
内
)

▽
ヤ
ン
グ
・
テ
レ
ホ
ン
・
コ
ー
ナ
ー

電
話
に
よ
る
少
年
相
談

(
3
5
8
0
)
4
9
7
0

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
警
視
庁
少
年
育
成
課
少
年
相

談
係

　
(
3
5
8
1
)
4
3
2
1
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あだち国際まつり 2003
「広げよう交流の輪、わたしのまちの世界! 」

日時=3 月15日出、午前10時～午後4

時 場所= ベルモンド公園

問先= 観光交流係 　3880 ―5720

または国際化推進担当係

3880 ―5177

あなたの相談室
場所= 区役所北館2 階
問先=広聴相談係

3880―5111( 代)
秘密厳守　相談無料

☆土・日・祝日はお休みです
◎ 住まいの修繕について区内建築業者の連合団体を紹介しています( 電話申し込み制)

区役所へは電車や
バスをご利用ください
3月・4 月は、駐車場が特に

混雑します。また、ロータリー

の改修工事も行われておりま
す。来庁の際には、電車・バス
などの利用をお願いします。
問先= 庁舎管理課管理係

3880- 5824

ポイ捨てはやめましょう!

足立区まちをきれいにする条例
問先= 地域活動支援係

3880- 5856

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

小 ・ 中 学 生 の い じ め 相 談

月曜日～金曜日( 祝日を除く)、午前9 時～午後4 時30分

3880- 5577( 教育委員会教育指導室内)

梅
の
花
が
咲
き
ま
し
た

大
谷
田
い公
園

2
月
2
3日
、
大
谷
田
公
園

で
「
う
め
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ま
っ
り

は
、
梅
の
開
花
時
期
に
合
わ

せ
て
、
身
近
に
梅
を
観
賞
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の

で
、
今
年
で
5
回
目
。
曇
り

空
な
が
ら
時
折
春
の
日
が
射

し
、
家
族
連
れ
な
ど
約
8
0
0
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

公
園
内
の
梅
園
に
は
、
紅
色
の

寒
紅
梅
や
白
色
の
冬
至
梅
な
ど
、
1
2

種
類
1
7
0
本
の
梅
が
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

当
日
は
梅
の
説
明
会
の
ほ
か
、
(
I

ブ
テ
ィ
ー
の
試
飲
会
、
花
や

苗
木
の
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
、
た

く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

梅
に
つ
い
て
の
勉
強
も
で

き
ま
し
た

▲ 花に囲まれ、春の足音を実感

食卓に季節を
添えてみませんか

～ 四季の料理教室～

2月24日、花畑地域学習センターでは四季の料理教室

が開かれ、参加者たちは一足早く春をほお張りました。
メニューは、梅の花の「太巻き」や菜の花に見立てた
コーンの「菜の花蒸し」など4 品。梅の花は、花びらの
桃色をでんぶで、花の中心部分を卵焼きで表現。菜の花
蒸しでは、豚肉のすり身にスイートコーンをまぶし蒸し

ました。これに中華風角煮などを加えてグループごとに
料理した後は、さあ、お待ちかねの試食会。初めて太巻

きを料理した方もいましたが、どれもきれいな梅の花に
なっていて、味良し姿良しで、皆さん大満足。
同教室は、次回5 月12日に行われますが、メニューは

お弁当がテーマになりそう。くわしくは、花畑地域学習
センターまで。 　3850- 2618

「
梅
の
花
の
太
巻
き
」
を

持
つ
て
、梅
の
観
賞
な
ど

は
い
か
が

講
師
(
中
央
)
の
手
本
に
参

加
者
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し

警視庁音楽隊
音楽鑑賞会

2
月
1
3日
、
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
で
「
警
視
庁
音

楽
隊
音
楽
鑑
賞
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
鑑
賞
会
は
、「
み
ん
な
で

名
曲
を
鑑
賞
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
昭
和
4
3年
か
ら
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

真
つ
白
な
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
身
を

包
ん
だ
5
0人
の
隊
員
た
ち
が
演
奏
を

始
め
る
と
、
突
然
ス
テ
ー
ジ
上
に
警

視
庁
音
楽
隊
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
の
女
性

隊
員
が
登
場
。
演
奏
に
合
わ
せ
フ
ラ

ッ
グ
演
技
を
披
露
す
る

と

、
大
き
な
拍
手
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た

。

曲
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

「
カ
ル
メ
ン
前
奏
曲
」
、

宮
崎
駿
の

「
ア
ニ
メ

ー

メ
ド
レ
ー
」
、
「
デ
ィ
ズ

ニ
ー
フ
ァ
ン
テ
ィ
リ
ユ

ー
ジ
ョ
ン
」
な
ど
が
演

奏
さ
れ

、
7
0
0人
近
く
の

聴
衆
が
楽
し
み
ま
し

た

。

▲
演
奏
と
も
息
の
合
っ

た
、
女
性
隊
員
の
見
事

な
フ
ラ
ッ
グ
さ
ば
き

古紙配合率75% 再生紙を使用しています F. M　286, 400


